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令和 7 年度南三陸町社会福祉協議会事業報告 

1．事業総括 

東日本大震災から 15 年となる令和 7 年度は職員体制も変化し、正職員、嘱託職員

等 55 名でスタート。職員自らが社会福祉協議会を理解すること、地域の中の社協職

員としての意識醸成を図り、総務課・介護福祉課の両輪による事業を住民目線で展開

した。令和 8年 3月には厚生労働省の協力により、地域共生社会を推進する「みなが

かりフォーラム」を開催、住み慣れた地域で暮らし続けるための地域資源や住民の想

いに触れ、これからのまちづくりに活きるフォーラムの開催となった。 

また、経営面においては、既成概念にとらわれず、本会として必要性のある事業は

積極的に事業受託するなど、住民サービスとして還元できる体制づくりを全職員で行

った。しかし、介護保険事業利用者の減への課題感、南三陸町福祉活動専門員設置補

助金額の上限に関する現状について、町当局とも協議を進めながら今後の安定的な経

営が図れるよう推進していきたい。 

  

① 法人運営事業 

貴重な財源の一つである社協会費や赤い羽根共同募金について、町民各位のご理解 

の下、高い納入率となっており、広く住民に本会の存在意義を知って頂いたことへの

成果だと感じている。今後も全職員がアウトリーチの本質を基本に、年代や属性を問

わない社協活動を発信していきたい。(※アウトリーチとは、自発的に出向いて活動すること。) 

また、職員の処遇改善や各種規程の見直し、継続的に法人内外の講師派遣事業を企

画したことで、職員個々のスキルアップ・質の向上、全職員が同じ方向を目指し全体

の意識を合わせることができた。 

② 地域福祉事業 

令和 7年 4月には、国の復興交付金終了から南三陸町独自の生活支援体制整備事業

を活用した高齢者見守り事業を受託、人数減をチームワークと住民力でカバーした。  

また、結の里運営協議会や 3本柱(イベント・みんな食堂・カフェ)を中心に、住民

による実行委員会が事業を計画し主体性を持ち実践することができた。何れも住民の

視点による活動であり、社協として伴走し地域住民のエンパワメントを助長すること

ができた。(※エンパワメントとは、自己決定力をもてるよう支援すること。) 

③ 介護福祉事業 

 居宅介護支援事業所、訪問介護事業所、3つの通所介護事業所(志津川・歌津・入谷)

が、介護保険制度のもと利用する方やそのご家族が安心して身体機能の回復や心の癒

しが図れるよう職員が一丸となってマネジメントや介護事業に取り組んだ。 

 令和 7年度は介護福祉業務に志願する町民の声が多く、採用に結び付いたことは大

きな収穫と言え、社協の持ち味である介護と地域の連携により他の事業所にはない独

自の交流や取組みも活動に花を添えた。今後も利用者やご家族、関係機関との連携を

図りながら笑顔溢れる安全な運営に努めたい。 
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２．主な取り組み 

①職場環境の整備 

（１）研修環境の充実を図り、職員の意欲向上及び定着、スキルアップに努めた。 

（２）職員が業務に従事しながら勤務の一部として、資格取得に必要な研修等を受

講出来るなど資格取得支援を実施し、人材確保・育成及び定着を図った。 

（３）職員が事業運営に対し発言しやすい環境づくりに努め、プロジェクトチーム

を発足した。 

（４）職員個別面談を定期で実施、また要望に応じた臨機の対応にも努めた。 

（５）定期的な感染症予防対策の再確認及び周知、事業継続ガイドラインによる平

時からの備えや初動対応、拡大防止対策、更には災害時対応まで、全職員が

迷いなく行動できる体制を整えた。 

（６）健康診断やコミュニケーション研修を実施し、心と体の健康維持に努めた。 

②組織体制及び運営基盤の強化 

（１）課長会議の定期開催 

各事業の運営状況の把握や細部調整等を行った。 

（２）地域福祉会議の定期開催 

各事業の運営状況、現状把握・情報共有を図り、効率的かつ効果的な事業運 

営の基盤づくり及び強化に努めた。 

（３）有志による社協事業改善プロジェクトチームを発足し、事業運営や事務効率 

化に係る協議と実践を行った。 

（４）介護保険事業・管理者会議の定期開催 

各事業所との情報交換及び共有を図り、質の向上と効率的な運営に努めた。 

（５）地域福祉事業・月例総括会議の定期開催 

現状及び経過報告による情報共有及び方向性の確認、課題解決に努めた。 

（６）諸規程の制定や一部改正を行い、組織運営の整理、基盤強化を図った。 

（７）介護保険事業従事者は処遇改善加算交付金を財源に毎月の手当を増額するな

ど職員の労働意欲向上並びに処遇改善を図った。 

③地域支え合い活動の推進 

（１）結の里を拠点に結の里運営協議会が中心となり、属性に寄らない世代間交流

やコミュニティづくりの推進を図った。 

（２）持続可能な人づくり関係づくりが実現できるよう、近隣による見守りや支え

合い活動を推進した。 

④ボランティア活動の推進 

（１）共にささえあう地域づくりを推進するため、ほっとバンク(登録者239人)、

ほっとバンク協力店(62店舗)、民生委員・児童委員、町内会等の自治会組織、

福祉関係機関、団体等と積極的に連携･協働して地域福祉活動を展開した。 

（２）地域住民自らがボランティア活動に参加する機会の創出を作り、子どもから 

高齢者まで「自分に出来る事」でボランティア精神の醸成を図った。 
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３．重点事業取り組み 

３－１ 法人運営事業 総務課総務係 

事業全体の経営資源を適切に管理、総合的かつ計画的な事業執行を行うため経営

基盤の充実を図り、組織管理、事業運営の基盤づくりに努めた。 

地域に開かれた組織として、運営の透明性と中立性、公平さの確保を図るととも

に事業展開にあっては住民主体、住民参加をその基本とし取り組んだ。 

   

（１）理事会開催状況 

第１回 

理事会 

日 時 7年 6 月 4日（水曜日）午後 1時 30分～午後 2時 40 分 

場 所 総合ケアセンター南三陸 2 階 多目的室 

内 容 

報告 1号：会長の専決事項 

報告 2号：会長の業務報告 

承認 1号：令和 6年度事業報告 

承認 2号：令和 6年度一般会計収入支出決算 

議案 1号：令和 7年度一般会計収入支出補正予算 

議案 2号：臨時及びパート雇用職員就業規程の一部改正 

議案 3号：嘱託職員就業規程の一部改正 

議案 4号：新評議員候補者の推薦 

議案 5号：第 1回評議員会の日時及び場所並びに議題・議案の決定 

理 事 出席：7名  欠席：1 

監 事 出席：2名  欠席：0 

第２回 

理事会 

日 時 7年 6 月 20日（金曜日）午後 3時 00分～午後 3時 20分 

場 所 総合ケアセンター南三陸 2 階 多目的室 

内 容 
議案 1号：会長・副会長の選定  

議案 2号：苦情解決に関する第三者委員の選定 

理 事 出席：7名  欠席：1 

監 事 出席：2名  欠席：0 

第３回 

理事会 

日 時 7年 9 月 19日（金曜日）午後 1時 30分～午後 2時 40分 

場 所 総合ケアセンター南三陸 2 階 多目的室 

内 容 

報告 1号：会長の専決事項 

報告 2号：会長の業務報告 

議案 1号：臨時及びパート雇用職員就業規程の一部改正 

議案 2号：嘱託職員就業規程の一部改正 

議案 3号：定年再雇用規程の一部改正 

議案 4号：育児及び介護休業等に関する規程の一部改正 

議案 5号：結の里運営協議会規約の一部改正 

議案 6号：契約事務取扱要綱の一部改正 

議案 7号：重層的支援体制整備事業の受託 
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議案 8号：令和 7年度一般会計収入支出補正予算 

議案 9号：第 2回評議員会の日時及び場所並びに議題・議案の決定 

理 事 出席：7名  欠席：1 

監 事 出席：2名  欠席：0 

第４回 

理事会 

日 時 7年 12月 5日（金曜日）午後 4時 00分～午後 4時 51分 

場 所 総合ケアセンター南三陸 2 階 多目的室 

内 容 

報告 1号：会長の専決事項 

報告 2号：会長の業務報告 

議案 1号：資金運用規程の制定 

議案 2号：資金運用責任者の任命 

議案 3号：職員就業規程の一部改正 

理 事 出席：7名  欠席：1 

監 事 出席：2名  欠席：0 

第 5 回

理事会 

日 時 8年 3 月 12日（木曜日）午後 1時 30分～午後 4時 00分 

場 所 総合ケアセンター南三陸 2 階 多目的室 

内 容 

報告 1号：会長の専決事項 

報告 2号：会長の業務報告 

議案 1号：職員給与規程の一部改正 

議案 2号：職員就業規程の一部改正 

議案 3号：臨時及びパート雇用職員就業規程の一部改正 

議案 4号：嘱託職員就業規程の一部改正 

議案 5号：経理規程の一部改正  

議案 6号：会長専決に関する規程の一部改正 

議案 7号：施設整備基金設置規程の一部改正 

議案 8号:契約事務取扱要綱の一部改正 

議案 9号:施設整備基金の一部取崩し 

議案 10号:南三陸町デイサービスセンターうたつ指定通所介護事業 

運営規程を廃止する規程制定 

議案 11号:南三陸町デイサービスセンターうたつ地域密着型通所介護

事業運営規程の制定 

議案 12号:資金運用計画 

議案 13号:令和 8年度被災地域コミュニティ活性化支援事業の受託 

議案 14号:令和 8年度南三陸町生活支援コーディネーター設置等事業

の受託 

議案 15号:令和 8年度南三陸町いきいき百歳体操事業の受託 

議案 16号:令和 8年度南三陸町災害公営住宅高齢者見守り・相談支援

事業の受託 

議案 17号:令和 8年度アウトリーチを通じた継続的支援事業の受託 
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議案 18号:令和 8年度デマンド型乗合バスの運営に関する業務の受託 

議案 19号:令和 7年度一般会計収入支出補正予算 

議案 20号:令和 8年度事業計画 

議案 21号:令和 8年度一般会計収入支出予算 

議案 22号:第 3回評議員会の日時及び場所並びに議題・議案の決定 

理 事 出席：8名  欠席：0 

監 事 出席：2名  欠席：0 

 

（２）評議員会開催状況 

第１回 

評議員会 

日 時 7年 6月 20日（金曜日）午後 1時 30分～午後 2時 48分 

場 所 総合ケアセンター南三陸 2 階 多目的室 

内 容 

承認 1号：令和 6年度事業報告 

承認 2号：令和 6年度一般会計収入支出決算 

議案 1号：令和 7年度一般会計収入支出補正予算 

議案 2号：役員の任期満了に伴う次期役員の選定 

評議員 出席：11名  欠席：5名 

監 事 出席： 2名  欠席：0 

第２回 

評議員会 

日 時 7年 10月 7日（火曜日）午後 1時 45分～午後 2時 36分 

場 所 総合ケアセンター南三陸 2 階 多目的室 

内 容 
議案 1号：令和 7年度一般会計収入支出補正予算 

議案 2号：重層的支援体制整備事業の受託 

評議員 出席：15名  欠席：1名 

第３回 

評議員会 

日 時 7年 3月 26日（木曜日）午後 1時 30分～午後 2時 44分 

場 所 総合ケアセンター南三陸 2 階 多目的室 

内 容 

議案 1号：令和 7年度一般会計収入支出補正予算 

議案 2号：令和 8年度事業計画 

議案 3号：令和 8年度一般会計収入支出予算 

評議員 出席：14名  欠席：2名 

 

（３）監査会開催状況 

第１回 

監査会 

日時 7年 5月 28日（水曜日）午前 9時 30分～午前 11 時 50分 

場所 総合ケアセンター南三陸 2階 多目的室 

内容 
令和 6年度事業報告について 

令和 6年度一般会計収入支出決算について 

理 事 出席：1名 

監 事 出席：2名   欠席：0 
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（４）月別事業 

 

５ 月 内 容 場  所 

2 ＮＨＫやっぺえ体操撮影協力 入谷地区・志津川地区 

13 東北学院大学地域総合学部教授来所 事務局 

15 公認会計士 岡原宏一先生来所：会計指導 ～16日 事務局 

 社協職員全体研修② オンライン 

20 南三陸町遺族会監事会 総合ケアセンター多目的室 

 南三陸町遺族会総会 総合ケアセンター多目的室 

21 東北大学教授ヒアリング 事務局 

22 キャップハンディ体験 in戸倉小 4学年講師 戸倉小学校 

 志津川中学校防災教育推進会議 志津川中学校 

 南三陸町愛の手をつなぐ親の会監事会・総会 総合ケアセンター多目的室 

23 南三陸町身体障害者福祉協会監事会・総会 総合ケアセンター多目的室 

26 行政との重層的支援体制整備事業打合せ 事務局 

28 南三陸町社会福祉協議会第 1回監査会 総合ケアセンター多目的室 

 県共同募金会南三陸町共同募金委員会第 1回監査会 総合ケアセンター多目的室 

29 住友理工㈱職員視察 結の里 

30 南三陸町老人クラブ連合会監事会・総会 総合ケアセンター多目的室 

 

４ 月 内 容 場  所 

1 辞令交付式 総合ケアセンター多目的室 

2 気仙沼市社会福祉協議会へ新年度の挨拶 気仙沼市社会福祉協議会 

 南三陸町長へ新年度の挨拶 南三陸町役場 

3 新任職員研修会（3 名） 志津川東復興住宅第 2集会所 

4 春の交通安全出動式 南三陸町役場 

 東日本放送取材 事務局 

8 河北新報取材 事務局 

10 社協職員全体研修会① 志津川東復興住宅第 2集会所 

16 社協地域福祉会議 志津川東復興住宅第 2集会所 

 ちいさなたがい市 石泉活性化センター 

18 南三陸町民生委員児童委員協議会総会 総合ケアセンター大会議室 

21 第 1回広報委員会 志津川東復興住宅第 2集会所 

 歌津中学校防災推進委員会 歌津中学校 

24 南三陸町行政区長会議 総合ケアセンター大会議室 

 まもりーぶ情報共有会議 総合ケアセンター多目的室 

 ボランティア保険事務説明会 仙台市内 

25 日常生活自立支援事業まもりーぶ定例会 オンライン 
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６ 月 内 容 場  所  

4 南三陸町社会福祉協議会第１回理事会 総合ケアセンター多目的室 

 南三陸町共同募金会第１回運営委員会 総合ケアセンター多目的室 

5 復興祈念公園除草作業① 復興祈念公園 

10 朝日新聞取材 事務局 

11 復興庁視察 事務局 

 宮城県災害支援連絡会議 仙台市 

12 復興庁・小さなたがい市視察 結の里 

16 行政との重層的支援体制整備事業打合せ 事務局 

17 宮城県災害時相互支援協定に基づく情報伝達訓練 オンライン 

 福祉健康まつり実行委員会① 総合ケアセンター多目的室 

18 宮城県共同募金会事務局長等来所 事務局 

 社協地域福祉会議 志津川東復興住宅第 2集会所 

20 南三陸町社会福祉協議会第 2回理事会 総合ケアセンター多目的室 

 南三陸町社会福祉協議会第 1回評議員会 総合ケアセンター多目的室 

 南三陸町社会福祉協議会評議員選任･解任委員会 総合ケアセンター多目的室 

24 社協正職員会議 総合ケアセンター多目的室 

25 ＤＷＡＴ(災害派遣福祉チーム)通信訓練 オンライン 

 和歌山県有田市防災学習会講師 オンライン 

27 担い手養成講座 総合ケアセンター多目的室 

 宮城学院女子大学教育学部教授打合せ オンライン 

７ 月 内 容 場  所 

1 唐桑中学校 1学年視察研修講師 結の里  

 社会を明るくする運動        総合ケアセンター大会議室 

3 気仙沼災害保健医療福祉連絡会議 宮城県気仙沼保健所 

9 キャップハンディ体験会 in歌津中 3学年講師 歌津中学校 

 小さなたがい市 志津川西復興住宅第 1集会所 

10 社協職員全体研修③ 志津川東復興住宅第 2集会所 

15 自治会役員等・地域づくりのあれこれ 志津川東復興住宅第 2集会所 

16 宮城県社会福祉協議会副会長等来所 事務局 

 戸倉交流センター防災訓練・ぐるぐるカフェ 戸倉交流センター 

20 みなはぴ交流会 南三陸町生涯学習センター 

22 第 2回広報委員会 志津川東復興住宅第 2集会所 

 復興庁視察 結の里 

23 老人福祉センター草刈り作業 老人福祉センター 

 宮城県生保等就労自立促進事業協議会 ハローワーク気仙沼 
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８ 月 内 容 場  所 

1 トヨタ自動車管理者研修視察講師 結の里 

4 こども食堂 結の里・志津川東第 2 復興住宅集会所 

 復興庁との事業打合せ 結の里 

5 第 1回結の里運営協議会 結の里 

12 南三陸町地域公共交通会議 南三陸町役場 

18 登米市とのダンベル交流会 南三陸町生涯学習センター 

19 休眠預金についての研修 オンライン 

20 福島県双葉町・社会福祉協議会・ＵＲ都市機構視察講師 結の里 

 社協地域福祉会議 志津川東復興住宅第 2集会所 

22 愛知県安城学園高等学校フィールドワーク 結の里・志津川東第 2 復興住宅集会所 

 南三陸町交通安全対策協議会 総合ケアセンター大会議室 

23 南三陸町戦没者追悼式 ベイサイドアリーナ 

 結の夕涼み会 結の里 

 東北学院大学地域総合学科フィールドワーク ～24日 結の里・町内 

25 行政区長会議 総合ケアセンター大会議室 

26 東北学院大学情報学部・フィールドワーク  ～27日 結の里・志津川東第 2 復興住宅集会所 

 宮城県地域共生社会推進会議 オンライン 

 南三陸町自立支援協議会 総会ケアセンター大会議室 

28 宮城県戦没者追悼式 仙台市 

 歌津中学校高齢者・妊婦体験講師 歌津中学校 

 東京家政大学看護学部フィールドワーク ～29日 志津川東第 2 復興住宅集会所等 

29 宮城県共同募金会会長・事務局長会議 仙台市 

31 災害福祉ネットワークＤＷＡＴ実地研修 丸森町 

 

24 雫石市社会福祉協議会役職員視察研修講師 結の里 

 南三陸町成年後見制度利用促進協議会 総合ケアセンター大会議室 

25 第 1回ほっとバンク研修 総合ケアセンター大会議室 

29 宮城県内社協会長・事務局長会議 仙台市 

９ 月 内 容 場  所 

1 災害時相互支援協定に基づく情報伝達訓練 オンライン 

2 ＵＲ都市機構視察研修講師 結の里 

 ﾆｭｰｻｳｽｳｪｰﾙｽﾞ大学研修講師･フィールドワーク 結の里・町内 
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１０ 月 内 容 場   所 

1 復興庁打合せ 事務局 

 公明新聞取材 事務局 

2 
石川県七尾市社会福祉大会講師 

石川県内北部社協経営改善研修会講師   ～4日 

石川県内 

(七尾市・輪島市・能登町・珠洲市) 

 南三陸町民生委員児童委員協議会視察研修 ～3日         福島県内 

3 歌津中学校炊き出し訓練 歌津中学校 

 日常生活自立支援事業オリエンテーション 総会ケアセンター多目的室 

 日常生活自立支援事業まもりーぶ判定会議 総合ケアセンター多目的室 

7 結の里実行委員会全体会 結の里 

 南三陸町社会福祉協議会第 2回評議員会 総合ケアセンター多目的室 

8 新規採用職員面接 総合ケアセンター多目的室 

9 南三陸町身体障害者福祉協会移動研修 石巻市内 

 暮らしとコミュニティ推進部会打合せ 総合ケアセンターいきいきルーム 

 共同通信取材 事務局 

6 新規採用職員面接 結の里 

7 戸倉交流センター草刈り 戸倉交流センター 

9 日常生活自立支援事業まもりーぶ判定会議 総合ケアセンター多目的室 

10 小さなたがい市 峰畑団地 

11 社協職員全体研修④【志津川地区】 志津川東復興住宅第 2集会所 

12 宮城県内市町村･市町村社協地域福祉担当者会議 仙台市 

 老人クラブグラウンドゴルフ大会実行委員会 総合ケアセンター多目的室 

17 東北学院大学教授打合せ 事務局 

 歌津中学校 3年生・交流イベント 名足・伊里前復興住宅 

18 地域の掘り出し市 ベイサイドアリーナ 

 南三陸町第 3期健康づくり計画策定に係る検討会議 総合ケアセンター大会議室 

 職員全体研修④【歌津地区】 老人福祉センター 

19 交通安全出動式 南三陸町役場 

 南三陸町社会福祉協議会第 3回理事会 総合ケアセンター多目的室 

22 雇用継続意向調査・面談 各事業所 

24 日常生活自立支援事業まもりーぶ担当者会議 気仙沼市 

25 南三陸町老連グラウンドゴルフ大会 松原公園 

26 
登米市社会福祉協議会主催・地域共生のまちづくりフォ

ーラム/宮城県社会福祉協議会主催福祉教育研修講師 
登米市水の里ホール 

30 走らない大運動会 志津川東第 2復興住宅中央広場 

 南三陸町地域公共交通会議 南三陸町役場 

 リベルタスコンサルティング主催・語り部研修 オンライン 
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 宮城県社会福祉協議会・経営状況ヒアリング 総合ケアセンター多目的室 

10 復興庁・復興推進員会視察 結の里 

 早稲田大学学生視察研修講師 結の里 

 南三陸町老人クラブ連合会落語会 ベイサイドアリーナ 

15 南三陸町遺族会移動研修 仙台市・松島市 

 分限懲戒審査会 総合ケアセンター多目的室 

16 職員面談 志津川東復興住宅第 2集会所 

 新規採用職員面接 総合ケアセンター相談室 

 社協地域福祉会議 志津川東復興住宅第 2集会所 

17 ＵＲ都市機構視察 結の里 

 職員面談 総合ケアセンター相談室 

20 第 3回広報委員会 志津川東復興住宅第 2集会所 

 職員面談 老人福祉センター 

21 宮城県復興伝承課打合せ オンライン 

 職員面談 総合ケアセンター相談室 

 宮城県災害支援連絡会議 仙台市 

23 復興祈念公園草刈り・東北学院大学フィールドワーク 復興祈念公園 

 重層的支援体制整備アウトリーチ事業打合せ 事務局 

24 宮城県共同募金会事務局長来所 事務局 

27 リベルタスコンサルティング・ワークショップ 総合ケアセンター多目的室 

 福祉健康まつり実行委員会 総合ケアセンター多目的室 

 職員面談 総合ケアセンター相談室 

29 職員健康診断 老人福祉センター 

 暮らしとコミュニティ推進部会 総合ケアセンター大会議室 

 日本青年会議所情報交換会 仙台市 

30 分限懲戒審査会 総合ケアセンター多目的室 

 宮城県社会福祉協議会主催生活福祉資金担当者会議 仙台市 

31 株式会社フォーバル事業打合せ 総合ケアセンター多目的室 

 

１１ 月 内 容 場  所 

4 復興庁打合せ 結の里 

5 小さなたがい市・東北学院大学情報学部フィールドワーク 志津川中央なかよし農園 

 職員面談 老人福祉センター 

6 宮城県社会福祉大会 仙台サンプラザ 

7 志津川中学校防災訓練 志津川中学校 

10 日常生活自立支援事業まもりーぶ研修 気仙沼市 

13 職員全体研修⑤ オンライン 

14 南三陸町老人クラブ連合会・高齢者芸能発表会 ベイサイドアリーナ 
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15 入谷 3区防災訓練・防災ワークショップ講師 入谷公民館 

18 自治会役員等・地域づくりのあれこれ 志津川東復興住宅第 2集会所 

 県北地区市町村事務局長会議 登米市 

19 手をつなぐ育成会宮城県大会 岩沼市 

 宮城学院女子大学教育学部教授打合せ オンライン 

20 南三陸町地域公共交通会議 南三陸町役場 

27 赤い羽根福祉基金 2026 年度事業助成説明 オンライン 

28 南三陸町議会議員ヒアリング 事務局 

 Hotmail研修(東松島市・女川町・登米市・石巻市・南三陸町) 総合ケアセンター大会議室 

 ＣＳＷステップアップ研修       ～29日 仙台市 

29 

 

 

 

歌津中学区防災推進委員会 

宮城学院女子大学フィールドワーク 

こども食堂 

復興大臣表彰受賞 

歌津中学校 

志津川東復興住宅第 2集会所 

 〃 

仙台市 

１２ 月 内 容 場  所 

1 辞令交付式（採用 2 名） 結の里 

 新任職員研修 志津川東復興住宅第 2集会所 

 民生委員児童委員辞令交付式・総会 総合ケアセンター大会議室 

4 日本社会事業大学学生ヒアリング オンライン 

7 愛の手をつなぐ親の会クリスマス会 ホテル観洋 

9 内部登用試験（1名・看護師） 総合ケアセンター多目的室 

11 東北学院大学情報学部・中間報告会 総合ケアセンター多目的室 

13 福祉健康まつり・映画上映会(僕が生きてる 2 つの世界) ベイサイドアリーナ 

16 リベルタスコンサルティング・ワークショップ 総合ケアセンター 

17 まもりーぶ事業先進地視察研修 亘理町社会福祉協議会 

 社協地域福祉会議 志津川東復興住宅第 2集会所 

 職員面接 総合ケアセンター相談室 

 南三陸町国民健康保険運営協議会 南三陸町役場 

18 社協内部・業務改善プロジェクトチーム 総合ケアセンター多目的室 

19 南三陸町民生委員児童委員協議会新任研修会 総合ケアセンター大会議室 

22 宮城県地域共生社会推進会議 仙台市 

24 こども食堂・みんな食堂 結の里・志津川東第 2 復興住宅集会所 

 こころパックプロジェクト配布事業 町内 

25 辞令交付（退職 1名） 老人福祉センター 

26 仕事納め：全事業所巡回   各事業所 

 辞令交付（退職 2名） 総合ケアセンター多目的室 
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８ 年 １ 月 内 容 場  所 

5 仕事始め：全事業所巡回   各事業所 

 南三陸町新年懇談会      会長・局長出席 総合ケアセンター大会議室 

 歌津地区新春のつどい     会長出席 歌津公民館 

 ミヤギテレビＯＨ！バンデス取材 事務局 

6 行政とのアウトリーチ事業打合せ 総合ケアセンターいきいきルーム 

8 3.11メモリアル・防災ワークショップ 3.11メモリアル伝承館 

9 我笑イベント 結の里 

11 令和 7年度南三陸町二十歳の輝き式典  会長出席 ベイサイドアリーナ 

15 リベルタスコンサルティング打合せ オンライン 

19 第 4回広報委員会 志津川東復興住宅第 2集会所 

 交通安全祈願祭 古峯神社 

21 南三陸町民生児童委員協議会感謝状贈呈式 いりやど 

22 リベルタスコンサルティング・ワークショップ 総合ケアセンター多目的室 

23 社会福祉法人連携シンポジウム オンライン 

 共同募金オンラインサロン オンライン 

26 社協内部・業務改善プロジェクトチーム 総合ケアセンター多目的室 

27 宮城県内市町村共募担当者ミーティング オンライン 

 社協内部・介護保険事業管理者会議 結の里 

 南三陸町国民健康保険運営協議会 南三陸町役場 

28 南三陸警察署感謝状贈呈式       会長出席 南三陸警察署 

 宮城県社会福祉協議会主催・いきいき学園講師 登米市 

29 宮城県内市町村社協局長会議 仙台市 

８ 年 ２ 月 内 容 場  所 

3 東北学院大学情報学部・中間報告会 総合ケアセンター多目的室 

4 愛知県情報産業労働組合連合会ヒアリング・講師 事務局 

9 日常生活自立支援事業オリエンテーション 総合ケアセンター多目的室 

 南三陸町障害者自立支援協議会・医療的ケア児研修 総合ケアセンター・大会議室 

12 南三陸町地域公共交通会議 南三陸町役場 

16 暮らしとコミュニティ推進部会 総合ケアセンター大会議室 

17 南三陸町障害者自立支援協議会 総合ケアセンター大会議室 

 第 2回ほっとバンク研修 南三陸町生涯学習センター 

 南三陸町百歳体操交流会 総合ケアセンター研修室 

18 行政とのアウトリーチ事業打合せ 総合ケアセンターいきいきルーム 

19 東北学院大学地域総合学部フィールドワーク ～2日 結の里 

 志津川中学校防災協力者会議 志津川中学校 

 社協職員全体研修⑥ ZOOM 
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令和７年度社協職員全体研修会 

月 日 研修内容 
参加 
人数 

講師等 

4月 10日 南三陸町社協 7年度事業について 26名 事務局長：髙橋吏佳 

5月 15日 
感染症・食中毒対策の基本と対策 

オンライン研修 
32名 

特別養護老人ホーム慈恵園 

：齋藤ゆかり氏 

7月 10日 コミュニケーションゲーム 27名 フリーランス：小野寺由美氏 

9月 11日 緊急時の対応･救命処置(志津川会場) 26名 南三陸消防署(志津川支署) 

9月 18日 緊急時の対応･救命処置(歌津会場) 10名 南三陸消防署(歌津支署) 

11 月 13日 
認知症フォローアップ研修 

～事例から学ぶ～オンライン研修 
33名 

株式会社悠久会 

代表取締役：熊谷光二氏 

2月 9日 
リスクマネジメント 

～事例から学ぶ～オンライン研修 
26名 

介護老人保健施設 

歌津つつじ苑：佐藤和幸氏 

24 リベルタスコンサルティング・ワークショップ 総合ケアセンター 

25 大正大学リカレント教育講義講師 南三陸町内「はなぶさ」 

 南三陸町百歳体操交流会 総合ケアセンター大会議室 

27 秋田県社会福祉協議会主催・福祉教育研修講師 秋田県社会福祉会館 

28 飯村先生とゆかいな仲間たち「もっちもちｲﾍﾞﾝﾄ」 志津川西ケ丘団地 

８ 年 ３ 月 内 容 場  所 

2 クラウドファンディング研修 オンライン 

 社協内部・業務改善プロジェクトチーム 総合ケアセンター多目的室 

3 第 2回結の里実行委員会 結の里 

5 七十七証券打合せ 事務局 

6 宮城県共同募金会事務局長等打合せ 事務局 

10 介護保険事業管理者会議 結の里 

11 東日本大震災南三陸町追悼式 ベイサイドアリーナ 

 職員物故者への追悼献花 町内墓地 

12 南三陸町社会福祉協議会第 5回理事会 総合ケアセンター多目的室 

 南三陸町共同募金委員会第 2回運営委員会 総合ケアセンター多目的室 

13 システム「ほのぼの」説明会 オンライン 

19 南三陸町地域包括ケア推進会議    総合ケアセンター大会議室 

23 地域共生社会推進研修～みながかりフォーラム～ ベイサイドアリーナ 

25 南三陸町議会活性化委員会 総合ケアセンター大会議室 

26 南三陸町社会福祉協議会第 3回評議員会 総合ケアセンター多目的室 

27 南三陸町交通安全対策協議会 総合ケアセンター大会議室 

30 子ども食堂「防災クック」 志津川東復興住宅第 2集会所 

31 退職辞令交付 総合ケアセンター多目的室 



14 

（５）日常生活自立支援事業（福祉サービス利用援助事業） 

  認知症高齢者や知的障害者、精神障害者等のうち判断能力が不十分な方が地域に  

おいて安心して生活が送れるよう、利用者との契約・支援計画に基づき定期的に

訪問し金銭管理を支援した。 

支援員、職員間での情報共有、現状把握の徹底及び専門員への報告・連絡等を密

に支援にあたった。 

●研修等実施状況 ：情報共有会議１回(4 月 24日) 

地域別研修会１回（11月 29日） 

          オリエンテーション３回 

●新規利用判定会議：２回  

 ●生活支援員数  ：１０名 

●新規利用者数  ：３名 

●解約（異動）者数：２名 

●利用者実人数  ：１４名（６年度：実人数 16名） 

 

（６）フードバンク事業（食糧銀行） 

  生活協同連合会と提携し福祉ニーズ等により、食品を必要としている人や地域交

流事業へ提供した。食品の無駄をなくし、有効活用を実現するとともに社会福祉に

寄与することを目的とし実施した。 

【実利用人数】１１名・１団体（６年度１８名）            （  ）内は、前年度 

 

 

      月 別 

地区別 
４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 

志津川（実人数） ６ ６ ６ ６ ６ ７ 

歌 津（実人数） ６ ５ ５ ５ ５ ５ 

計 １２ １１ １１ １１ １１ １２ 

（支援延回数） ２９ ２７ ２７ ２８ ２８ ２７ 

       月 別 

地区別 
１０月 １１月 １２月 １月 ２月 ３月 

志津川（実人数） ９ ９ ９ ９ ９ ９ 

歌 津（実人数） ５ ５ ５ ５ ４ ４ 

計 １４ １４ １４ １４ １３ １３ 

（支援延回数） ３７ ３２ ３１ ３０ ２５ ２９ 

月 別 ４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 １０月 

延べ利用人数 １ ２ ２ ４ ３ ４ ３ 

月 別 １１月 １２月 １月 ２月 ３月 合 計 

延べ利用人数 ２ ２ ７ ４ ３ ３７名（５６名） 
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（７）南三陸町民生委員児童委員協議会との連携 

地域住民の一員としてそれぞれが担当する区域で、生活上の様々な相談に応じ行

政をはじめ適切な支援サービスへの「つなぎ役」としての役割を果たす南三陸町民

生委員児童委員と情報提供・共有、連携を密に行い、支援を必要とする方々がスム

ーズ且つ適切なサービスに繋がるよう、連携した。 

 

（８）生活福祉資金貸付事業 

宮城県社会福祉協議会が実施主体となり、低所得世帯や高齢者世帯、障害者世帯の

生活を経済的に支えるとともに、各関係機関と情報共有を行いながら、その在宅福

祉及び社会参加の推進を図ることを目的とした貸付を実施した。 

 ●相談・申込状況                 （  ）内は、前年度 

 

●貸付状況                     （  ）内は、前年度 

種 別 貸付件数合計 新規貸付 滞納世帯 

総合支援資金 ９（９） ０（０） １（１） 

福祉資金 １（１） ０（１） ０（０） 

教育支援資金 ４（４） ０（０） ０（０） 

生活復興支援金 １（１） ０（０） １（１） 

更生資金 ２（２） ０（０） ２（２） 

更生資金（障害者） ０（０） ０（０） ０（０） 

福祉資金（住宅） １（１） ０（０） １（１） 

緊急小口資金 １８（２４） ０（０） １７（１４） 

合  計 ３６（４２） ０（１） ２２（１９） 

 

 

 

 

 

 

 

月 別 ４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 １０月 

実 人 数 １ １ １ １ ２ １ １ 

相談件数 １ １ １ １ ２ １ １ 

決定件数 ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ 

月 別 １１月 １２月 １月 ２月 ３月 合 計 

実 人 数 １ １ ０ ３ １ １４（２２） 

相談件数 １ １ ０ ３ １ １４（２５） 

決定件数 ０ ０ ０ ０ ０ ０（１） 
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（９）生活安定資金貸付事業 

 低所得者に対し、小口の貸付と必要な援助指導を行い、自立更生と生活安定に寄与

することを目的とする貸付制度を実施した。 

●相談・申込み状況                     （単位：円） 

※令和８年３月３１日現在：６件 １８４,０００円貸付中 （   ）内は、前年度 

 

(10)善意銀行事業  

善意の預託（金銭や物品などの寄附）をお受けし、必要に応じ払出し、指定があっ

た場合は指定された事業等への払出しを行った。 

火災によって住居が全焼された世帯に対し、見舞金を支給する 

 ●金銭寄附合計件数：２８件     ●物品寄附合計件数：８３件 

 

(11）助成事業                ※園児１人／２，０００円 

福祉団体等に対し、円滑な組織運営や活動を行われるように助成金を交付。 

① 入谷ひがし幼児園      ６０，０００円（園児 30名） 

② あさひ幼稚園        ４０，０００円（園児 20名） 

③ マリンパル保育園      １４，０００円（園児 7名） 

④ 南三陸町人権擁護委員会２０，０００円 

 

(12）南三陸町老人福祉センター管理運営事業 

町民の福祉向上を図るため、施設提供や各種の相談対応、健康増進や教養の向上、

活動のための便宜等を図った。また職員の職場健診や研修会、デイサービス行事

等の場所提供便宜を図った。 

 

月 別 ４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 １０月 

相 談 １ ０ ５ ２ １ ０ ２ 

申 込 ０ ０ １ ０ ０ ０ ０ 

決 定 ０ ０ １ ０ ０ ０ ０ 

貸付額 ０ ０ 50,000 ０ ０ ０ ０ 

償 還 ２ ０ ２ ２ ３ ０ ３ 

償還額 8,000 ０ 42,000 13,000 13,000 ０ 17,000 

月 別 １１月 １２月 １月 ２月 ３月 合 計 

相 談 ０ １ １ １ ２ １６ 

申 込 ０ ０ ０ １ １ ３ 

決 定 ０ ０ ０ １ ０ ２ 

貸付額 ０ ０ ０ 20,000 ０ 70,000（170,000） 

償 還 ０ １ ０ １ ０ １４（１４） 

償還額 ０ 5,000 ０ 5,000 ０ 103,000（119,000） 
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《利用実績》                                           （  ）内は、前年度 

  

(13) 事務受託団体・メイン行事 

①南三陸町老人クラブ連合会 

◆9月 25日(木)：グラウンドゴルフ大会◆11月 14日(金)：高齢者芸能発表会 

②南三陸町愛の手をつなぐ親の会 

◆12月 7日(日)：クリスマス会 

③南三陸町身体障害者福祉協会 

◆10月 9日(木)：移動研修会（石巻市） 

④南三陸町遺族会 

◆10月 15日(水)：宮城県護国神社参拝及び移動研修会（松島町） 

⑤ 南三陸町共同募金委員会 

◆運営委員会２回開催 

 

（14）いきいき百歳体操事業：受託事業 

専門的知見を活かした介護予防の取り組みを基に、誰もが参加できる効果的な介

護予防を推進、生活地域の通いの場を活かし住民が主体的に実施することで、見

守りや支え合いなどの地域づくりに繋がるよう、南三陸町地域包括支援センター

及び関係機関と連携を図りながら、住民の自主性の向上に努めた。 

  継続支援や定期的な体力測定等を行い意識の向上を図るとともに健康運動指導士、

理学療法士や作業療法士の専門的知見を活かしたアドバイスでフレイル予防、筋

肉の向上・維持に繋げた。また、いきいき百歳体操の継続、体験会の普及啓発を目

的とした「いきいき百歳体操交流会」を開催し、実施団体だけでなく民生委員、保

健推進員等の参加もあり地域とのつながりの場となった。（参加者 98名） 

【事業実績】 ※７年度新規団体数：１団体      （    ）内は、前年度 

月  団 体 数 訪問回数 参加人数 月 団 体 数 訪問回数 参加人数 

4月 32（30） 2（13） 24 10 月 33（31） 8（9） 71 

5月 32（30） 7（14） 75 11 月 33（31） 9（10） 64 

6月 33（30） 10（9） 87 12 月 33（31） 9（13） 91 

7月 33（28） 9（16） 56 1月 33（31） 6（10） 66 

8月 33（28） 4（7） 28 2月 33（32） 7（11） 61 

9月 33（28） 4（10） 42 3月 33（32） 5（11） 45 

月 別 ４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 １０月 

利用人数 ４ ４ ０ ８ ６ ６３ ５０ 

利用回数 １ １ ０ １ １ ４ １ 

月 別 １１月 １２月 １月 ２月 ３月 合 計 

利用人数 ０ ０ ０ ０ ０ １３５（２８６） 

利用回数 ０ ０ ０ ０ ０  ９（２２） 
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３－２地域福祉事業 総務課地域福祉係 

❶福祉活動専門員設置事業(コミュニティソーシャルワーカー) 

（１）広報活動 

①社協だよりの発行 

②社協公式ホームページの運営 

 公式ホームページによる情報発信を積極的に行い、また、SNSによる発信として X、

Facebook、Instagram、YouTubeによる情報発信も行い、多くの方々に閲覧頂き社協

PRに努めた。 

（２）南三陸町福祉健康まつり 2025 

【テーマ】～しあわせ 幸 ましまし福祉健康まつり～ 

 ・開催日   2025 年 12月 13日(土)9:30～12:00 

 ・開催場所  南三陸町ベイサイドアリーナ 

 ・実行委員会 23団体【会員からの負担金及び消耗品等の提供を以って充てる】   

 ・協力団体等 4団体 

 ・参加者数  350 名(スタッフ含む) 

NO 月  日 内容等 方法 人数 

1 6月 17日 実行委員会 対面 13 

2 7月 14日 実行委員会 対面 13 

3 9月 16日 実行委員会 対面 16 

4 10月 27日 実行委員会 対面 18 

5 12月 13日 南三陸町福祉健康まつり 対面 350 

6 11月 22日 実行委員会(振り返り) 対面 14 

（３）視察/ヒアリング受入れ 

NO 月  日 団 体 名 等 人数 

1 4月 4日 東日本放送取材 1 

2 4月 28日 地球環境戦略研究機関 4 

3 5月 2日 ＮＨＫ取材 3 

4 5月 7日 愛知県知多市社会福祉協議会 1 

5 5月 13日 東北学院大学地域コミュニティ学科 1 

6 5月 21日 東北大学永井教授 1 

7 5月 21日 南三陸町議会伊藤議員 1 

8 5月 29日 住友理工株式会社 3 

9 6月 3日 BIGUP 石巻代表理事 1 

10 6月 10日 朝日新聞取材 1 

11 6月 12日 復興庁職員 3 

号数 発行日 印刷部数 号数 発行日 印刷部数 

73号 5月 1日 6,000部 74 号 8月 1日 6,000部 

75号 11月 1日 6,000部 76 号 2月 1日 6,000部 
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12 6月 13日 東北学院大学地域コミュニティ学科 1 

13 7月 1日 気仙沼市立唐桑中学校 1年生 31 

14 7月 7日 くらしの学びサポートオフィス Human Being他 2 

15 7月 8日 岡山県山陽新聞ヒアリング 1 

16 7月 17日 とめタウンネット 1 

17 7月 17日 トヨタ(株)自動車 2 

18 7月 22日 復興庁・リベルタスコンサルティング 4 

19 7月 24日 岩手県雫石町社会福祉協議会役職員 12 

20 8月 1日 トヨタ自動車東日本(株) 10 

21 8月 4日 リベルタスコンサルティング 1 

22 8月 20日 UR 都市機構＆福島県双葉町・双葉町社会福祉協議会 11 

23 8月 22日 愛知県安城学園高校 4 

24 8月 24日 東北学院大学地域コミュニティ学科 10 

25 8月 26日 東北学院大学情報データサイエンス学科 6 

26 8月 28日 東京家政科大学看護ボランティアサークル 8 

27 8月 29日 石巻カーシェアリング協会 2 

28 8月 29日 トヨタ自動車東日本（株）・地域の足 3 

29 9月 2日 UR 都市機構 10 

30 9月 2日 日本社会事業大学・ニューサウルスウェールズ大学 12 

31 10月 10日 復興庁復興推進員会 20 

32 10月 10日 早稲田大学学生 26 

33 10月 17日 UR 都市機構 25 

34 10月 17日 地球環境戦略研究機関 3 

35 10月 22日 山形県山形市社会福祉協議会 15 

36 10月 23日 東北学院大学情報データサイエンス学科 2 

37 10月 24日 南三陸町立志津川小学校 4年生 27 

38 11月 4日 復興庁職員 3 

39 11月 6日 UR 都市機構 20 

40 11月 29日 宮城学院女子大学教育学部 30 

41 2月 2日 BIGUP 石巻代表理事 1 

42 2月 19日 東北学院大学地域コミュニティ学科 9 

43 2月 20日 新みやぎ農業協同組合 1 

合  計 333 

（４）講師等派遣事業【依頼先/開催場所】 

NO 月日 研修名（開催場所） 方法 人数 

1 6月 25日 和歌山県有田市女性防災士設立準備委員会 オンライン 10 

2 9月 26日 宮城県社協福祉教育研修（登米市） 対面 60 
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3 10月 3日 石川県奥能登地区社協局長研修(石川県能登町～珠洲市) 対面 40 

4 10月 4日 石川県七尾市社協社会福祉大会(石川県七尾市) 対面 150 

5 10月 28日 愛知県安城学園高校(オンライン) オンライン 41 

6 11月 15日 南三陸町入谷 3区防災ワークショップ(入谷公民館) 対面 13 

7 12月 4日 日本社会事業大学 オンライン 1 

8 1月 7日 NPO 法人音楽で日本の笑顔を(東京都) 対面 70 

9 2月 7日 東北学院大学 CSW養成講座(仙台市) 対面 10 

10 2月 17日 情報労連情報誌掲載取材講話 オンライン 1 

11 2月 25日 大正大学リカレント TV収録講座 オンライン 1 

12 2月 27日 秋田県社会福祉協議会(秋田県) 対面 60 

合   計 457 

（５）ワークショップ等の開催             

NO 月日 内容等 関係団体 人数 

1 5月 15日 めんこくなるワークショップ 笑輝会＆ひまわり会 33 

2 6月 30日 梅のヘタ取り 地域住民 2 

3 7月 1日 梅のヘタ取り 地域住民 4 

4 7月 2日 梅のヘタ取り 地域住民 5 

5 7月 7日 水辺でコミュニティ 地域住民 40 

6 7月 23日 蓮の花作り交流会 地域住民 13 

7 8月 7日 クルミボタンワークショップ 地域住民/小中学生 15 

8 9月 2日 多肉植物寄せ植えワークショップ 地域住民＆オーストラリア学生 20 

9 9月 16日 ミキベイビーコンサート 地域住民 25 

10 10月 21日 スマホ教室 仙台応用情報学研究振興財団 6 

11 10月 23日 スマホ教室 仙台応用情報学研究振興財団 4 

12 10月 28日 スマホ教室 仙台応用情報学研究振興財団 6 

13 10月 30日 スマホ教室 仙台応用情報学研究振興財団 5 

14 11月 4日 スマホ教室 仙台応用情報学研究振興財団 4 

15 11月 6日 スマホ教室 仙台応用情報学研究振興財団 3 

16 11月 7日 花寿司交流会 地域住民 14 

17 11月 11日 スマホ教室 仙台応用情報学研究振興財団 4 

18 11月 12日 クラフトかご作り交流会 地域住民 8 

19 11月 13日 スマホ教室 仙台応用情報学研究振興財団 2 

20 12月 5日 オルケスタ大森コンサート 地域住民 30 

21 1月 9日 我笑イベント 地域住民 145 

22 2月 3日 節分イベント 地域住民 50 

23 2月 26日 民話カフェ 地域住民 20 

24 3月 2日 お雛様交流会 地域住民 76 

合  計 534 
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（６）住友理工あったか基金事業                 1,315食×700 円＝920,500円 

株式会社住友理工職員による地域支援事業の一環として、本会に対しご支援をい

ただいた。内容については地域コミュニティづくりへのお弁当支援とし、町内弁

当業者への経済効果(還元)も視野に実施した。 

 また、3 月 23 日に開催した「東日本大震災 15 年地域共生祈念フォーラム～みな

がかりの 15 年、そしてこれから～」開催時にも基金を活用。東日本大震災 15 年

を改めて振り返り、そこから学んだ貴重な震災教訓や経験を住民目線で報告した。

地域、関係機関、企業支援等の協力があってこその 15年であり、フォーラムで得

た知恵や視点が、被災地域や全国に向けた地域共生社会の推進に生かされること

を期待し、多くの関係者を招き実施した。 

（７）ほっとバンク事業  

日常の見守りや支え合いの重要性を共有し、病院内の見守り、復興祈念公園除草

作業、イベント等のボランティア活動や研修会を実施した。  

□令和 7年度末 登録メンバー239名/年間活動数 759名       

□協力店 62団体（店舗）        

□ほっとバンクボランティア活動 

NO 日  時 内  容 参加人数 

1 5月 2日 ＮＨＫやっぺえ体操収録協力 11 

2 6月 5日 南三陸町復興祈念公園除草作業① 22 

3 7月 25日 ほっとバンク研修会① 51 

3 9月 26日 登米市社協主催：地域共生社会のまちづくりフォーラム 14 

4 10月 23日 南三陸町復興祈念公園除草作業② 26 

5 2月 17日 ほっとバンク研修会② 52 

□院内ボランティア活動 

月別 4月 5月 6月 7月 8月 9月 

件数 3 7 6 6 5 3 

月別 10月 11月 12月 1月 2月 3月 

件数 2 0 1 2 0 0 

合    計 35件(R6年度 100件) 

（８）救急医療情報キット「いのっちくん」事業 

 民生委員等と連携し心身に不安を抱える住民にキットを支給、自宅の冷蔵庫等に保

管し有事に備え、また、南三陸消防署とも連携協力を継続している。 

内   容 令和 6年度 令和 7年度 

いのっちくん所持者  529人  509 人 

南三陸消防署活用数 24件  33件 

（９）SOSフラッグ事業 

 救急医療情報キット「いのっちくん」を所持している全世帯を対象に希望者へ SOS

フラッグを配布し見守りの一助とし、民生委員の協力を得て進めている。 

※402世帯所持 
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（10）虹のバトン事業  

公的なサービスでは賄えない隙間事業（生活支援事業）に対し、本人及び介護支

援専門員や専門職より依頼を受け実施した。                        

月別 4月 5月 6月 7月 8月 9月 

件数 12 12 12 14 7 8 

月別 10月 11月 12月 1月 2月 3月 

件数 9 6 6 6 9 10 

合    計 111件(R6年度 106件) 

（11）ボランティアセンターの運営       

町内外ボランティアの受入れ、及び活動を他の関係機関とも連携し実施した。 

月別 4月 5月 6月 7月 8月 9月 

人数 9 40 37 17 19 69 

月別 10月 11月 12月 1月 2月 3月 

人数 34 4 9 47 26 2 

合    計 51件 313名(R6年度 55件 399名) 

(12)ボランティア保険加入状況 

月別 4月 5月 6月 7月 8月 9月 

件数 258 25 32 7 12 7 

月別 10月 11月 12月 1月 2月 3月 

件数 8 4 24 3 0 0 

合    計 380件(R6年度 392件) 

(13)ボランティア行事用保険加入状況 

月別 4月 5月 6月 7月 8月 9月 

件数 464 402 275 299 212 705 

月別 10月 11月 12月 1月 2月 3月 

件数 939 630 405 50 360 402 

合    計 5,143件(R6年度 4,260件) 

（14）福祉共育事業 

小中学校と協働しキャップハンディ体験や総合的な学習、住民との交流会などを通

し、「普通の暮らしのしあわせ」を考え、相手の気持ちに寄り添う授業を実施、福祉

について考えるきっかけづくりを行った。 

月 日 内   容 場  所 

4月 21日 防災教育推進委員会 歌津中学校 

5月 22日 防災教育協力者会議 志津川中学校 

5月 22日 キャップハンディ体験 in戸倉小学校 4年生 戸倉小学校 

7月 9日 キャップハンディ体験 in歌津中学校 3年生 歌津中学校 

8月 28日 高齢者・妊婦体験 in歌津中学校 3年生 歌津中学校 
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9月 17日 
伊里前地区住民交流会 

名足地区住民交流会 

伊里前復興住宅集会所 

名足地区集会所 

10月 3日 歌津中学校防災訓練 歌津中学校 

11月 7日 志津川中学校避難所運営訓練 志津川中学校 

11月 28日 防災教育推進委員会 歌津中学校 

2月 19日 防災教育協力者会議 志津川中学校 

（15）防災共育事業 

子どもから大人まで楽しみながら防災を学ぶ「防災すごろく」「持ち出し品ゲーム」

を実施。月 1回南三陸 311メモリアルを会場に、地域の方や観光で来町された方々

を対象に、防災ゲームを通して「助け合いの大切さ」について考えるきっかけとな

ることを目的に実施した。 

月日 4月 10日 5月 8日 6月 19 日 7月 10日 9月 11日 10月 16日 

人数 8 8 22 10 13 16 

月日 11月 13日 12月 10日 1月 8日 2月 12日 3月 12日 合計 

人数 10 0 9 3 4 
103名   

(R6年度 241 名) 

 

➋結の里３本柱事業【地域福祉係全体】 

 赤ちゃんから高齢者まで誰もが気軽に集える居場所づくりを推進し、住民が主体性 

と役割を持ち暮らせるよう、結の里運営協議会及び各実行委員会を中心に活動した。 

1）運営協議会の開催 2）各実行委員会の開催 3）毎月結情報発行(限定 1,500部) 

 

（１）えんがわカフェ  ＊カフェ実行委員会による協力 

月曜日～金曜日の 8：30～17：00まで営業 【イベント時は土日祝も開店】 

〇月曜日/野菜朝市・杏樹の森お惣菜 〇火曜日/野菜販売/クレープキッチンカー  

〇金曜日/杏樹の森お惣菜 【移動販売(電気代として)30分 50円頂く】 

〇カフェ・結ＢＯＸ利用料収入（月 100円利用料） 令和 7年度末現在･17名利用 

〇小さなたがい市出店販売  〇ワークショップやコンサート等の開催   

【月別売上】              R7・月平均 51,086円 R6・月平均 48,872円 

月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 

売上金 41,750 41,600 51,950 49,650 76,550 47,550 

 

 

 

 

10月 11月 12月 1月 2月 3月 合計 

70,050 80,610 29,850 35,100 29,400 58,970 613,030 
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(２)イベント関係 ＊イベント実行委員会が主催・協力 

日   時 内   容 活動場所 人数 

4月 16日(水) ちいさなたがい市 石泉活性化センター 100 

5月 14日(水) ちいさなたがい市 及善蒲鉾駐車場 97 

6月 12日(木) ちいさなたがい市 結の里 160 

7月 7日(月) 水辺でコミュニティ さんさん商店街 40 

7月 9日(水) ちいさなたがい市 西復興住宅 98 

8月 23日(土) ＊結の夕涼み会 結の里 200 

9月 10日(水) ちいさなたがい市 峰畑団地 87 

9月 16日(火) ミキベイビーコンサート 東西集会所 25 

9月 26日(金) 地域共生のまちづくりフォーラム 登米市水の里ホール 15 

9月 30日(火) ＊走らない大運動会 東西中央広場 220 

10月 8日(水) ちいさなたがい市 沖田集会所 85 

11月 5日(水) ちいさなたがい市 なかよし農園 101 

12月 5日(金) オルケスタ大森コンサート 結の里 30 

1月 9日(金) 我笑イベント 結の里 145 

2月 3日(火) 節分イベント 結の里 133 

3月 1日(日) もっちもちイベント 西復興住宅 76 

3月 23日(月) みながかりの 15年そしてこれから ベイサイドアリーナ 200 

合 計 1,812 

 

（３）みんな食堂  【参加費(保険料・食材・容器代)300円】 

 テイクアウトやデリバリー方式にて開催し、住民相互の見守りや食への興味関心

につながる事業となっている。 

※12月 24日(水)はイベント実行委員とコラボでクリスマス食堂開催。      

日  時 内  容 参加人数 

4月 18日(金) お赤飯＆煮物 268 

5月 16日(金) おいなり＆スープ 247 

6月 20日(金) そうめんチャンプル＆デザート 228 

7月 18日(金) 冷やしうどん 243 

8月 23日(土) 結の夕涼み会 提供【250 食】 - 

9月 19日(金) 夏野菜カレー 246 

10月 17日(金) 油麩丼 242 

11月 21日(金) 豚汁＆新米おにぎり 234 

12月 24日(水) シチュー・パン＆サラダ 213 

2月 20日(金) あずきばっと＆もやしの和え物  255 

3月 13日(金) ちらし寿司 262 

合  計 2,438 
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（４）こども食堂  【参加費 100円】 

南三陸町こどもの居場所づくり支援事業補助金 20万円を活用し、こども食堂を開催。 

みんな食堂実行委員会協力のもと 4回実施した。参加費 100円(保険代) 

 

❸災害公営住宅高齢者見守り・相談支援事業：受託事業 

令和 7 年度より南三陸町単独事業となり受託、前年度まで 60 戸以上の災害公営住

宅集会所の高齢者生活相談室に LSAを 6名配置し町内全 9ヶ所の復興住宅を見守り

訪問活動を展開していた。新年度からは 4ヵ所 4人配置に変更となり、不在となっ

た西・中央公営住宅は毎週木曜日に出張相談室を開設、他の復興住宅への見守りも

これまで通り実施し、自治会長や民生児童委員の協力のもと住民対応に当たった。

活動内容は、気がかり世帯への個別支援、自治会運営等にかかるコミュニティ活動

支援を社協のフィールドを活かし行った。 

また、自治会役員等が一同に会する機会としての情報共有の場「地域づくりのあれ 

これ」を企画、更には結の里事業を通じ、近隣住民との交流の場づくり、支え合い

の浸透により住民力を発揮できるよう促し、住民個々の役割づくりを推進した。 

【ＬＳＡ常駐状況と活動範囲】 

常駐事務所 伊里前 戸倉 志津川東東 志津川東西 

 ① 伊里前 ① 戸倉 ① 志津川東東 ① 志津川東西 

本部:結の里 ② 枡沢 ②志津川中央 ② 入谷桜沢 ② 志津川西 

 ③ 名足   ③ 志津川西東 

①  見守り総数：3,886 件    電話件数：1,627件     来所総数：3,829件 

関わり総数：24,781 件   相談件数：429 件 

②  活動内容：体操・運動 7,435名  

③  ミーティング：毎週火曜日朝 9時から情報共有会議を開催 

④  毎月第 2火曜日午後より地域福祉係全体による月例総括会議を開催 

⑤  毎月実施の社協職員全体研修(スキルアップ研修)に参加 

⑥  個別支援及びコミュニティ支援を両輪で展開 

⑦  地域づくりのあれこれ(自治会役員等研修会)のファシリテーション 

【地域づくりのあれこれ開催状況】 

南三陸町建設課及び町議会議員の参加も定着 

月  日 研修内容 実施場所 参加人数 

7月 15日(火) LSA 事業継続・共益費等 志津川東第 2集会所 20 

11月 18日(火) 共益費等 志津川東第 2集会所 22 

 

日  時 内  容 参加人数 

8月 4日(月) 宿題やっぺえ！こども食堂 21 

11月 29日(土) 宮城学院女子大学生とつくって笑って食べよう！ 19 

12月 24日(水) クリスマスこども食堂 34 

3月 30日(月) 宮城県キャンプ協会｢包丁を使わない防災クック｣ 26 
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❹生活支援コーディネート事業：受託事業                  

(第１層１名・第２層１名) 

 地域住民が主体となった生活支援・介護予防サービスの充実が図れること、地域 

の担い手を育成しながら支え合いの輪を広げていくことを主眼とし、介護保険サー 

ビスが必要になった際も地域とのつながりを切らさないようサポート、地域住民及 

び介護支援専門員等への情報提供を積極的に行っている。また、地域で実施してい 

るサロン事業の点を線でつなぐ役割を活かし、町民がいきいき元気に暮らすため健 

康寿命の延命に向け、地域みんなで暮らしを支える仕組みづくりも担っている。 

① 関わり団体件数                       合計 248団体   

志津川地区 入谷地区 歌津地区 戸倉地区 

78 51 49 23 

町内全域 文化協会 NPO・企業 地域組織 

8 5 19 15 

②研修・連携内容  

＊毎月１回地域包括支援センターとの月例会を開催し情報共有及び方向性を確認。 

＊LSAと共に週に一度の朝ミーティングを実施し情報の共有を実施。 

＊隔月毎に社協内の地域福祉会議に参加し情報の共有を実施。 

＊石巻市・女川町・東松島市・登米市・南三陸町の生活体制整備事業担当者合同開催に

よる定期的な研修を実施し、近隣市町の活動状況の把握や情報の共有を実施。 

＊施設へのボランティアマッチングやほっとバンクについて情報提供や共有を実施。 

③その他の事業実施・研修参加状況 

No 月  日 活動内容 場 所 

1 5月 28日（水） 自立支援ケア会議 総合ケアセンター 

2 6月 16日（月） 介護支援専門員情報交換会 総合ケアセンター 

3 6月 27日（金） 生活支援担い手養成講座 総合ケアセンター 

4 7月 25日（金) ほっとバンク研修会 総合ケアセンター 

5 7月 28日（月） 生活支援コーディネーター養成研修 フォレスト仙台 

6 7月 31日（木） 自立支援ケア会議 総合ケアセンター 

7 8月 18日（月） 登米市＆石越と南三陸町民ダンベル交流会 生涯学習センター 

8 8月 21日（木） 生活支援コーディネーター養成研修 フォレスト仙台 

9 8月 29日（金） 日本カーシェアリング協会情報交換 結の里 

10 9月 18日（木） 地域の掘り出し市＠南三陸 ベイサイドアリーナ 

11 9月 25日（木） 生活支援コーディネーター養成研修 フォレスト仙台 

12 9月 26日（金） 令和 7年度地域共生のまちづくりフォーラム 登米市祝祭劇場 

13 10月 6日（月） 自立支援ケア会議 総合ケアセンター 

14 10月 30日（木） 第 1 回暮らしとコミュニティ推進部会 総合ケアセンター 

15 11月 4日（火） 第 1 回 Hotmail実行委員会 東松島市老人福祉センター 

16 11月 14日（金） 地域支え合い・生活支援推進連絡協議会市町村情報交換会 ホテルサンシャイン佐沼 
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17 11月 28日（金） 
第 1回石巻圏域生活支援コーディネーター情報交換会 

酒井保氏社協職員向けブラッシュアップ研修会 
総合ケアセンター 

18 1月 16日（金） 介護支援専門員情報交換会 総合ケアセンター 

19 2月 16日（月） 第 2 回 Hotmail実行委員会 結の里 

20 2月 16日（月） 第 2 回暮らしとコミュニティ推進部会 総合ケアセンター 

21 3月 19日（木） 南三陸町地域包括ケア推進協議会 総合ケアセンター 

22 3月 23日（月） 
東日本大震災 15年祈念地域共生フォーラム 

～みながかりの 15年、そしてこれから～ 
ベイサイドアリーナ 

23 3月 25日（水） 石巻地域福祉・生活支援コーディネーター活動報告会 石巻市ささえあいセンター 

 

➎デマンド事業：受託事業  

  令和 5年 7月から運行が始まったデマンド型乗り合いバスの運営や企画、住民へ 

  周知や利用登録の促進、予約端末の案内や設置、不具合の対応、利用者のサポートを 

  しながら住民同士の交流の要となるよう南三陸 GOTO 協議会(南三陸町、トヨタ自動

車東日本株式会社、歌津交通)と連携しながら実施した。 

①訪問件数                         合計:延べ 211名 

4月 5月 6月 7月 8月 9月 

17 26 16 25 14 22 

10月 11月 12月 1月 2月 3月 

24 8 21 19 9 10 

②登録者数：608名(R8.3現在) ③端末総数：52台(R8.3現在) ④不具合件数：135件

(R7年度年間総数) 

＊毎週火曜日朝 9時から地域福祉係の朝ミーティングに参加、情報共有を実施。 

＊毎月第 2火曜日午後より地域福祉係の月例総括会議に参加し情報共有を実施。 

＊隔月毎に社協内の地域福祉会議に参加し情報の共有を実施。 

＊隔月毎に南三陸 GOTO 協議会、東北モビリティコンソーシアム(TMEJ)、南三陸企画 

課、本会参加の運営連絡会で情報共有を実施。 

＊令和７年度はデマンドバスの利用促進、住民の社会参加を目的としたみんな食堂の 

実施、各イベントへの周知、参加を促した。                             

みんな食堂参加者：合計 99名 

No 月 日 人数 

1 6月 20日（金） 12 

2 7月 18日（金） 14 

3 9月 19日（金） 7 

4 10月 17日（金） 13 

5 11月 21日（金） 17 

6 2月 20日（金） 20 

7 3月 13日（金） 16 



28 

３－３在宅福祉事業  介護福祉課通所介護事業 

❶南三陸町デイサービスセンターうたつ（通所介護・第１号通所事業） 

（１） 事業全体評価 

可能な限り自立した日常生活が送れるよう、介護負担が軽減できるよう曜日変更

等の臨時利用の対応も行った。また、独居や高齢夫婦については、居宅介護支援

センターやヘルパー事業所等と連携し内服確認や体調確認の情報交換を行った。

活動や交流を行いながら、張り合いや楽しみなど社会的孤立の解消に努め、利用

者一人ひとりの意向に添った個別機能訓練を実施し、現状を維持することができ

全体活動も個々に合わせ対応した。また、地域住民との交流も兼ね、住民ボラン

ティアによるお茶出しや活動補助、話し相手等の受け入れを実施し、新年会や敬

老会など地域ボランティアの特技を披露して頂き利用者の喜びにつながった。 

（２）取り組み状況 

  ①サービス向上 

研修会に積極的に参加し、その内容を事業所内で振り返りを行い取り組んだ。 

  ②接遇 

利用者に対しての言葉使いは、方言を交えた柔らかい言葉掛けや穏やかな表情 

で接し傾聴もおおむね出来た。認知症状が進行し言動の強い場面については職 

員と利用者様が共に注意し合えるよう声掛けを行い、お互いに虐待やハラスメ 

ントを意識して会話交流の支援を行った。 

③業務改善 

   業務の問題点など帰りのミーティングで検討し、職員間で意見を出し合った。

研修後など業務改善の意見交換を行い、気づいたことを改善できるよう環境整

備や業務改善に取り組み、業務改善ミーティングとして報告した。 

（３）年間行事実施状況 

 実施期間 月 行 事 内 容 

4/10～4/16 4月 平成の森お花見 平森レストラン前の桜をバックに記念撮影。 

5/12～5/16 5月 つつじ見物 車でつつじを見学に田束山へ。 

6/9～6/13 6月 シートゴルフ 室内でシートゴルフ大会。 

6/23～6/27 7月 七夕 短冊に願いを書き｢織姫彦星助けてゲーム｣を実施 

8/18～8/22 8月 夏祭り パン取りや魚釣りゲームなど実施。 

9/22～9/26 9月 敬老会 舞踊ボランティアとの社会的交流。 

10/13～10/17 10月 運動会 パンに見立てた物取り競争や実施。 

11/10～11/17 11月 紅葉狩り 払川ダムに紅葉見学へ。 

12/22～12/26 12月 クリスマス会 おやつにケーキを食し、2週にかけツリー作成。 

1/5～1/9 1月 新年の抱負 今年の目標や抱負を発表かるたや福笑いをした。 

2/2～2/6 2月 鬼退治 鬼の的を狙い倒れるまでお手玉を投げた。 

2/23～2/27 3月 雛祭り 千代紙などを使いお内裏様とお雛様を作成。 

随時 毎月 お誕生会 誕生者を皆でお祝い。 

随時 8月  裁縫 雑巾縫いが出来る利用者様に縫っていただいた。 
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（４）研修実施状況 

月 日 研修内容 参加人数  

4/10 令和７年度社協事業について「社協らしさ」 7名 内部 

4/28～4/29 入浴介助及び着脱方法の研修会 8名 内部 

6/4 感染症及び食中毒マニュアル内容検討 6名 内部 

7/29 ゾーニングと個人防護の着用 7名 外部 

8/1～8/4 業務継続計画訓練について 9名 内部 

7/9～7/11 移動介助及び移乗介助方法について 8名 内部 

9/5～9/8 自力歩行者の移動時の介助見守り方法について 7名 内部 

9/18 救急時の対応～救急処置～ 6名 外部 

11/13 認知症ケアフォローアップ研修  8名 内部 

11/21・11/24 感染症対策ゾーニング実践について 7名 内部 

11/25 高齢者虐待の防止のための研修 8名 内部 

12/4 成年後見制度に関する普及啓発研修 1名 外部 

12/8 倫理及び法令遵守に関する研修 8名 内部 

2/19 介護現場におけるリスクマネジメント研修 7名 内部 

3/25 権利擁護研修 成年後見人制度・現状・後見人の仕事 1名 外部 

毎月 検討会 5名 内部 

毎月 業務改善会議 1名 内部 

 

（５）ボランティア等受入れ状況 

月 日 氏 名（団体名等） 実人数 内 容 

不定期 ほっとバンク 2名 午前の活動の補助 

11/17～11/20 佐々木守様 1名 三味線の披露 

 

（６）利用実績 

介護度 
延人数 

7年度 6年度 

要介護１ ９８５ １，５８５ 

要介護２ １，１２４ ７４３ 

要介護３ ９６６ ７１０ 

要介護４ ３２２ １７４ 

要介護５ １１６ ８２ 

要支援１ １１０ ２９７ 

要支援２ １５７ ７９ 

事業対象者 ０ ０ 

合 計 ３，７８０ ３，６７０ 
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➋南三陸町デイサービスセンターいりや（地域密着型通所介護・第１号通所事業） 

（１）事業全体評価 

地域密着型通所介護として、地域との交流を積極的に取り組み、三味線演奏、 

民話の会の地域にまつわる昔話、古民具体験、スコップ三味線、町内学生のイン

ターンシップの受け入れ新年会や敬老会には舞踊ボランティアを招き、近隣の住

民の皆さんにも声掛けし参加して頂き地域との交流を充実できた。また、利用者

一人一人の身体状況を把握し、その人に合わせたケアを心掛け実施、定期的に研

修を毎月する事で、職員のスキルアップに繋がるよう常に相互のコミュニケーシ

ョンを図るよう努め、利用者の日常動作訓練活動では季節感を味わって頂くよう、

施設外の屋外活動や、施設内では利用者の意見も取り入れながら、レクリエーシ

ョンや上下肢運動等、個別活動にも取り組み、趣味や個々の得意な活動を実施し

た。 

 

（２）取組み状況 

 ①サービス向上 

関係機関や他事業所と情報共有し連携にてサービス提供に努めた。 

利用者の意向を尊重しながら自立した支援に心がけた。 

 ②接遇 

利用者の気持ちに寄り添い笑顔と思いやりの心を常に心掛け接した。 

③業務改善  

   職員の知識や技術等について話し合い、研修を通じスキルアップに努めた。 

 

（３）年間行事実施状況 

実施期間 月 行 事 内 容 

4/15～19 4月 お花見 ひころの里、クリーンセンターの桜並木見物。 

4/28～5/3 5月 鯉のぼり作成 一人一人、鯉のぼりを作成し自宅に持ち帰る。 

6/24～28 6月 体力づくり 軽体操や上下肢運動を重視し実施。 

7/6～10 7月 納涼祭（七夕） 短冊に一人一人の願い事を書き飾る。 

8/10～15 8月 夏祭り 夏祭りに因んだ行事(金魚すくい等)雰囲気を楽しむ 

9/9～12 9月 敬老会 ボランティアを招き、踊りで敬老をお祝いした。 

10/13～15 10月 運動会 紅白対抗合戦で運動、競争をする。 

11/10～15 11月 紅葉見物 ひころの里へ出かけ紅葉見物して秋を満喫する。 

12/15～20 12月 クリスマス会 ツリーに好きな飾りつけをしリースを持ち帰る。 

1/20～24 1月 新年会 舞踊ボランティアを招き踊りの披露を頂く。 

1/26～31 2月 節分 ペットボトルに鬼の面を付け心の鬼をやっつける。 

2/23～28 3月 ひな祭り お雛様を折り紙で作り持ち帰った。 

随時 年間 誕生会 その月々の誕生者を歌などでお祝い。 

※5月 6月は猛暑が続き外出を控え予定を変更し活動を行った。 
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（４）研修実施状況 

月 日 研修内容 参加人数  

4/10 「社協らしさ」研修 7名 内部 

4/19 入浴介助・清拭 6名 内部 

5/15 感染症・食中毒対策 ７名 内部 

6/30 非常災害時の対応について 5名 内部 

7/10 コミュニケーションゲーム 7名 内部 

7/29 ゾーニングと個人防護具の着脱 1名 外部 

7/29 ゾーニングと個人防護具の着脱(再確認) 6名 内部 

9/11 救命処置 5名 内部 

9/18 救命処置 1名 内部 

10/7 身体拘束と虐待防止について 7名 内部 

11/7 認知症ケアについて 6名 内部 

11/13 認知症ケアフォローアップ研修 6名 外部 

12/3 倫理及び法令遵守に関する研修 6名 内部 

1/17 介護現場におけるハラスメント対策・プライバシー保護の重要性 6名 内部 

2/19 リスクマネジメントについて 7名 内部 

3/12 接遇マナーについて 7名 内部 

 

（５）ボランティア等受入れ状況 

月 日 氏 名（団体名等） 人 数 内 容 

6/16～6/19 佐々木 守   様 1名 三味線演奏に合わせ皆で歌った。 

7/16 しづがわ民話の会様  3名 地域にまつわる昔話を披露頂いた。 

9/8～9/12 熊谷流 南三陸支様 6名 舞踊ボランティアを招き敬老を祝った。 

9/9～9/11 南三陸高校生徒 様 2名 利用者との交流、施設の活動を学んだ。 

9/22 しづがわ民話の会様 3名 地域にまつわる昔話を披露頂いた。 

10/22 
フレッシュ 21  様 

(いきいき学園卒業生) 
12名 

スコップ三味線の演奏や皆で踊り、楽し

んだ。 

10/28 しづがわ民話の会様 3名 地域にまつわる昔話を披露頂いた。 

12/11 
カリタス南三陸 

千葉 道生   様 
3名 

古民具体験(千歯こき・足踏み脱穀機・ふ

るい・唐箕の順に体験をした) 

1/20～1/24 熊谷流・淳裕会 様 11名 舞踊ボランティアを招き、新年を祝った。 

2月 2～6日 佐々木 守   様 1名 三味線演奏に合わせ皆で歌を歌った。 

2月 14日 ホルモンブラザーズ様 4名 
三味線演奏に合わせ楽器を持ち一緒に演

奏をし歌を歌った。 
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（６）利用実績 

介護度 
延人数 

7年度 6年度 

要介護１ １，４００ ２，０００ 

要介護２ ８２９ ９６０ 

要介護３ ７２２ ６９３ 

要介護４ １３２ １１ 

要介護５ ０ ３４ 

要支援１ ９８ ８３ 

要支援２ ５７ ６６ 

事業対象者 ０ １ 

合 計 ３，２３８ ３，８４８ 

 

❸南三陸町デイサービスセンターしづがわ（指定通所介護・第１号通所事業） 

（１）事業全体評価 

  個別機能訓練実施や軽体操、様々なレクリエーションを取り入れ、その有する能

力に応じ自立した日常生活が営むことが出来るよう支援し、社会的孤立感の解消

及び心身機能の維持並びにご家族の身体的、精神的負担の軽減を図ることができ

た。また、利用者の意思及び人格を尊重し常に利用者の立場に立ったサービスを

提供し心身機能の維持、改善を図るとともに生活に楽しみや生きがいを見出せる

よう、地域住民やボランティア団体と連携し社会的交流を提供した。 

 

（２）取組み状況 

  ①サービス向上 

   利用者や家族の意向に耳を傾け聞き取り、利用者の身体状況に応じた計画を提

供し、安全に現在の状態を維持できる対応を心掛けた。 

  ②接遇 

   利用者からの意見や要望を真摯に受け止め、信頼関係の構築に努めた。 

③業務改善 

   業務フローの見直しを行い業務の効率化を図り、職員のスキルアップ研修や情

報共有の仕組みを強化し、チームケアの質を高めた。 

 

（３）年間行事実施状況 

 実施期間 月 行 事 内 容 

4/15～21 4月 お花見 
町内のお花見スポットを車内や車輌から降りて見物。 

(東山・八幡神社付近・クリーンセンター等) 

4/28～5/3 5月 端午の節句 
折り紙や色画用紙を利用して鯉のぼりを作成し自宅

へ持ち帰った。 
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6/9～6/11 6月 野菜の苗植え 
土づくりから始まり、プランターへ様々な野菜の苗を

植えた。 

6/27～7/5 7月 七夕飾り 七夕飾りを作成、短冊に願いを書き竹に吊るした。 

8/11～8/16 8月 夏祭り 金魚すくいや射的ゲームをし、夏祭りを味わった。 

9/15～8/20 9月 敬老会 舞踊ボランティアによる踊りを披露しお祝いした。 

10/13～10/18 10月 運動会 紅白に分かれて玉入れやお菓子取り等行い楽しんだ。 

11/10～11/15 11月 紅葉見物 ひころの里の紅葉見物を行い、紅葉を楽しんだ。 

12/1～12/26 12月 飾り作成 クリスマス壁画を作成しデイサービスに飾った。 

12/22～12/27 12月 クリスマス会 ロールケーキに自分で果物などを飾り付け楽しんだ。 

1/5～1/10 1月 新年会 甘酒で乾杯し新年の抱負を語った。 

2/2～2/7 2月 節分鬼退治 様々な鬼にお手玉を投げ退治した。 

2/23～3/3 3月 ひな祭り 雛飾りを作成し自宅へ持ち帰り飾った。 

随時  誕生会 その月々の誕生者をお祝い。 

 

（４）研修実施状況 

月 日 研修内容 参加人数  

4/10 南三陸社会福祉協議会令和 7年度事業についての研修 8名 内部 

4/18 入浴介助・移乗・着脱介助研修 10名 内部 

5/5 自然災害発生時における業務継続計画に基づく研修 10名 内部 

5/15 感染症・食中毒対策社協全体研修 10名 外部 

5/26 
新型コロナウイルス感染症等の発生時における業務継

続計画に基づく研修 
10名 内部 

6/6 介護現場におけるハラスメント対策についての研修 10名 内部 

7/10 簡単レク・コミュニケーション全体研修 10名 外部 

9/11 緊急時の対応～救急処置についての全体研修 10名 外部 

10/6 なぜ高齢者虐待研修が必要なのか 10名 内部 

10/20 身体拘束廃止・適正研修 10名 内部 

11/13 認知症ケアフォローアップ全体研修 10名 外部 

12/2 プライバシー保護の取り組みに関する研修 10名 内部 

1/12 倫理及び法令遵守に関する研修 10名 内部 

2/19 介護現場におけるリスクマネジメント研修 10名 外部 

 

（５）ボランティア等受入れ状況 

月 日 氏 名（団体名等） 実人数 内 容 

毎週火・金曜日 ほっとバンク 4名 見守り、ドライヤーかけ等 

9/22～9/24 秀扇会 10名 敬老会の舞踊ボランティア 
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（６）利用実績 

介護度 
延人数 

7年度 6年度 

要介護１ 2,165 2,047 

要介護２ 1,977 1,852 

要介護３ 606 697 

要介護４ 173 178 

要介護５ 0 0 

要支援１ 311 445 

要支援２ 237 239 

事業対象者 7 39 

合 計 5,476 5,497 

 

３－４在宅福祉事業  介護福祉課居宅介護支援事業 

❹南三陸居宅介護支援センター 

（１） 事業全体評価 

スタッフ全体のスキルアップに取り組み、ケアマネジャーそれぞれが円滑なサ

ービス利用につなぐ事ができた。業務については残業しないチーム作りを目指

し、仕組みやノウハウを取り入れ、個人だけでなくチームとして効率的な時間

の使い方が出来るよう、見直し作業を実践する事で意識改革やチームワークに

つながった。今後も更なる改善を目指していく。また、他事業所との事例検討

会や町外の施設見学を通じ、取り組み状況等を実際に見聞する事で非常に大き

な気づきや意識改革につながった。 

 

（２）取組み状況 

① サービス向上 

関係事業所、インフォーマル、フォーマル資源と多職種連携により、そのニー

ズに応じ検討しプランに位置付けする事ができた。今後も資源の把握と専門

職との連携を意識し、ニーズの実現に繋がる本人主体のマネジメントの実践

に向け自己啓発、研修参加が必要であると意識共有できた。また、看取りケ

ア、ACP研修会を通じ、利用者様が住み慣れた場所で自分らしい暮らし、自分

らしい人生の最期を迎える選択ができるよう、ケアマネジャーの役割と多職

種連携の重要性をそれぞれが再認した。 

(ACP：ｱﾄﾞﾊﾞﾝｽ･ｹｱ･ﾌﾟﾗﾝﾆﾝｸﾞ⁼もしもに備え、自身が大切にしていることや望む医療･ケア

について考え家族や医療ケアチームと繰り返し話し合う取り組み) 

 

② 接遇 

介護支援専門員の倫理規定に基づく対人援助技術を主軸とし、行動規範に添

い、説明と同意の必要性、制度根拠の理解、懇切丁寧な説明、対応の実践に
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向けた取り組みは事例を通して気づきに繋がった。接遇原則でもある第一印

象の向上、安心感の影響、サービスの質の向上へ繋がる振り返りの機会が少

なかった。 

③ 業務改善 

BCP関連、感染症対策の訓練や研修を実施したが、実践に活かせるような具

体的取り組みは不十分であり、改善や対策について全員で振り返った。 

また、業務の効率化について事業所内で改善に向け、問題の共有と対応策を

出し合い、開始する事を繰り返し実践した。仕事の優先順位、制度で必要な

もの、個人的な仕事と大別することが意識改革のきっかけとなり、今後も引

き続き全員で取り組んでいく事が課題と認識した。 

 

（３）研修実施状況 

月 日 研修内容（内部・社協全体研修） 参加人数 

4/2 事業計画、個人目標設定 4人 

4/16 業務改善会議 〃 

5/12 住宅改修について 〃 

4/15 感染症・食中毒対策の基本と対策 オンライン 3人 

4/26 居宅内事例検討「独居・認知症進行」 〃 

6/9 社会資源について 〃 

6/17 5/26日事例検討振り返り・セルフネグレクト 〃 

7/1 居宅内業務改善について「残業を減らす取り組み」 4人 

～7/4 令和 7年度第 1回長寿社会開発センター研究セミナー 〃 

7/14・7/22 熱中症対策・ケアプラン第１表意見書情報記載の仕方 3人 

7/28 他法人合同カンファレンス（慈恵園居宅と合同実施） 4人 

7/31 「おうち透析（腹膜）」オンライン 〃 

8/18 適切なケアマネジメント手法について（副読本参照） 3人 

8/26 基本ケアにおける基本方針の重要性（Ⅰ～Ⅲ） 4人 

9/8 南三陸病院との円滑な連携について 4人 

9/11 保健所がん対策推進事業 オンライン研修 〃 

9/22 組織内ハラスメント防止対策事案検討 〃 

9/26 
南三陸町地域包括支援センター、慈恵園様と合同カン

ファレンス・懇親会 ケアセンター2階会議室 
〃 

10/1 メンタルヘルス対策・ストレスマネジメントの実践･オンデマンド 4人 

10/6 業務改善会議 〃 

10/14 疾患別研修(事例:くも膜下出血の再発を予防マネジメント) 〃 

10/22 ACP研修 総合ケアセンター 〃 

11/10 他法人合同カンファレンス（慈恵園居宅と合同実施） 〃 

11/13 認知症フォローアップ研修 事例から学ぶ 全体研修 〃 
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11/25 地域リハビリテーション推進強化事業 オンライン研修 〃 

12/2 地域共生社会と生活困窮者支援 オンデマンド研修 〃 

12/8 事業所内事例検討 3人 

12/13 事例検討「難病：HTLV－1関連脊髄症について」 1人 

12/17 社協地域福祉会議 2人 

12/18 業務推進プロジェクトについて 1人 

12/19 適切なケアマネジメント手法 3 厚生労働省 Web研修 〃 

12/29 BCP計画について オンライン修 〃 

2/9 業務改善会議 〃 

2/10 難病対策会議（気仙沼保険福祉事務所） 1人 

2/17 難病支援の考え方※上記研修報告/オンデマンド研修 4人 

2/20 ケアプラン点検 1人 

2/24 町内クリニック開院に伴う見学・連携について医師と共有 4人 

3/9 他法人合同カンファレンス 慈恵園にて 〃 

3/16 BCPシミュレーション訓練 3人 

3/23 
地域共生社会推進研修＠ベイサイドアリーナ 

「みながかりの 15年」フォーラム参加 
4人 

 

（４）実習（研修）生等受入れ状況 

期 間 研修名 人 数 

12/3(水) 

～ 4(木) 

介護支援専門員実務研修実習指導者研修受講 

＊実務研修対象者なく、実際の指導はなし。 

主任 CM 2名 

  

 

（５）事業実績【居宅介護支援費Ⅰ】  

介護度及び単価 
件 数 

7年度 6年度 

介護１～２ ＠10,860円  ８２２件 ８１８件 

介護３～５ ＠14,110円  ２８７件 ３２２件 

月遅れ分 １１件 ３件 

初回加算       ＠3,000円 ３３件 ４３件 

入院時情報連携加算Ⅰ ＠2,500円 ２５件 ２２件 

入院時情報連携加算Ⅱ ＠2,000円 １６件 １２件 

退院・退所加算（連携Ⅰ～連携Ⅲ） 

＠4,500円～＠9,000 円（5段階あり） 
８件 ８件 

通院時情報連携加算  ＠500円 １件 ６件 

ターミナルケアマネジメント加算 ＠4,000円   0件 ０件 

特定事業所加算（Ⅱ）＠4,210円 １，１２０件    １，１４３件 
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３－５在宅福祉事業  介護福祉課訪問介護事業 

❺南三陸町ヘルパーセンターまごころ（訪問介護・第１号訪問事業）  

（１）事業全体評価 

   新たな職員を迎え、既存概念に囚われず新鮮な気づきや地域の特性など、情報 

共有を行いながらサービス提供に努めた。また、環境整備や暑さ寒さ対策も創 

意と工夫の中、積極的に行い相互に気持ちよく業務に取組むことができた。更 

に関係機関との情報提供を密にし連携を図ることで、利用者支援に関わること 

が出来た。 

 

（２）取組み状況 

  ①サービス向上 

   職員間は、疑問に思ったことは声に出し不安払拭を心掛け、一人で抱え込むこ 

とが無いようチームで個々の考え方等を情報共有した。利用者本位の最善を考 

えながら対応したことでサービス向上につながった。 

②接遇 

利用者、ご家族の置かれた状況を踏まえながら表情や些細な振る舞いにも気を 

配り傾聴したことで、信頼関係の中でサービスを提供することが出来た。 

  ③業務改善 

書類や申し送りを整理し、一括確認できるようにしたことで時間短縮及び密に

情報など共有することができた。 

 

（３）研修実施状況 

月 日 研修内容 参加人数  

 4/10 南三陸町社会福祉協議会職員研修「社協らしさ」 5名 内部 

5/9 事業計画を踏まえた目標に対する取り組み方について 6名 外部 

 5/15 感染症対策及び食中毒について 6名 外部 

 5/24 身寄りのない単身高齢者への終身サポートとコミュニティワークについて 1名 外部 

 6/4 マニュアル検討会 1名 内部 

 6/24 南三陸町社協感染症対策委員会 1名 内部 

 7/23 南三陸町地域包括ケア推進協議会  1名 外部 

 7/29 ゾーニングと個人防護服の着用（BCP訓練） 6名 内部 

8/1 業務継続計画机上訓練 6名 内部 

11/12 看取りに関する研修 1名 外部 

11/13 認知症ケアフォローアップ研修 6名 外部 

11/25～11/30 高齢者虐待のための研修 6名 内部 

12/4～12/7 成年後見制度に関する普及啓発研修会 6名 外部 

12/8～12/11 倫理及び法令順守に関する研修 6名 内部 

2/19 リスクマネジメント研修 6名 内部 
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3/25 権利擁護研修会 6名 内部 

3/28 接遇研修 6名 内部 

月 1回 業務改善会議、管理者会議 １名 内部 

不定期 ケースカンファレンス ６名 内部 

 

（４）実習（研修）生等受入れ状況 

  受け入れなし。 

 

（５）利用実績 

 

 

 

 

 

 

 

      

 

 

 

 

❻南三陸町ヘルパーセンターまごころ（居宅介護・重度訪問介護） 

＊障害福祉サービス事業 

第１回、２回 指定障害福祉サービス事業者集団指導参加 

《利用実績》  

 

 

 

 

 

 

 

❼訪問介護事業介護保険外サービス事業 

  ※7年度利用はなし。 

   

 

 

 

 

介護度 
延人数 

7年度 6年度 

要介護１ 900 765 

要介護２ 1,154 697 

要介護３ 448 414 

要介護４ 417 540 

要介護５ 90 225 

要支援１ 3 12 

要支援２ 127 54 

合計 3,139 2,707 

障害区分 
延人数 

7年度 6年度 

知的障害 135 143 

精神障害 67 75 

合  計 202 218 
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事業報告の附属明細書 

 

 

 

 令和７年度事業報告の内容に補足する重要な事項がないため、 

事業報告の附属明細書は作成していない。 

 

 

 

             社会福祉法人南三陸町社会福祉協議会 

 

 

 


